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大学・大学生・大学政策に関するアンケート調査 結果概要 

 

 

2014 年 1月   青山学院大学教育人間科学部 大学・大学生調査研究チーム 

研究代表：青山学院大学教育人間科学部准教授 杉谷祐美子 

 

 

 

青山学院大学 大学・大学生調査研究チームでは、独立行政法人 日本学術振興会 科学研究費助成事業「日

本社会における大学及び大学生の位置づけと社会的期待に関する歴史的・実証的研究」の一環として、2012 年

10 月から 11 月にかけて、「大学・大学生・大学政策に関するアンケート調査」を実施いたしました。 

お忙しいなか、ご協力いただきました皆様には、心より感謝申し上げます。 

 

 

■ 調査の目的 

 今日の大学教育は、教育機会の格差、公的財政支出の是非など、大学がもつ役割を果たす上での様々な課題を

抱えています。本調査では、皆様の大学教育に対するお考えをお伺いすることを通しまして、上記のような課題

についての解決の方策を提言していきたいと考えています。 

 

■ 調査の方法と対象 

 大都市近郊の 2県（千葉県、佐賀県）において、層化二段階方式により住民基本台帳に基づいて無作為抽出し

た 20歳以上の一般市民の方 2,400 人を対象に、郵送配布・郵送回収法によって実施しました（2012 年 10 月発送・

11 月回収）。有効回答者数は 753 人（千葉県 383 人、佐賀県 370 人）、回収率は 31.3％でした。 

 

■ 調査結果の公表 

 調査結果の概要は、次頁以降になります。 

 また、本調査結果に基づき、杉谷祐美子「大学に対する社会のまなざし 期待と不信を生む両者の距離」（ア

ルカディア学報 524）『教育学術新聞』第 2528 号、2013 年 6月 26 日、を執筆しました。本論稿は下記の HP で公

表されています。 

 

 日本私立大学協会附置私学高等教育研究所 HP 

  http://www.shidaikyo.or.jp/riihe/research/arcadia/0524.html 

 

 今後は、より詳細な分析を行い、その成果を学術誌上で公表していく予定です。 
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2013 年 8月 

科学研究費「日本社会における大学及び大学生の位置づけと社会的期待に関する歴史的・実証的研究」 

大学・大学生・大学政策に関するアンケート調査 結果概要 

 大都市近郊の 2県（千葉県、佐賀県）において、層化二段階方式により住民基本台帳に基づいて無作為抽出し

た 20歳以上の一般市民を対象に、郵送による「大学・大学生・大学政策に関するアンケート調査」を実施しま

した（発送数 2,400 件、2012 年 10 月発送・11 月回収、回答者数 753 件、回収率 31.3％）。 

 以下では、アンケートの回答結果の全体に占める割合（パーセント）で示しています。なお、無回答等により

必ずしも合計が 100％になるとは限りません。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

今日の大学教育は、教育機会の格差、公的財政支出の是非など、大学がもつ役割を果たす上での様々な課題を

抱えています。本調査では、皆様の大学教育に対するお考えをお伺いすることを通しまして、上記のような課題

についての解決の方策を提言していきたいと考えています。 

 本調査で得られた情報は上記の調査目的以外には一切使用いたしません。また、調査終了後は速やかに

廃棄・消去いたしますので、皆さまにご迷惑をおかけすることはございません。 

 本調査は無記名の形式ですので、お答えいただきましたご回答につきましてはすべて統計的に処理いた

します。例えば、「××の質問で○○と答えた回答者数は全体の何パーセント」といった集計をいたし

ますので、個人のお名前やご回答内容等が外部に公表されることはございません。どうぞご心配なくご

回答いただければ幸いに存じます。 

 答えにくい設問は空欄でもけっこうですが、差し支えない範囲でお答えいただければ幸いです。 

なお、調査の実施は、50 年以上にわたり世論調査、学術調査などを手がけている一般社団法人 中央調査

社に委託しました。調査結果を取りまとめる関係上、勝手ながら１１月１１日（日）までに、同封いたしま

した返信用の封筒で、ご返送いただけましたら幸いに存じます。 

※本調査では「大学」とは４年制大学を指します（短期大学や大学院、高等専門学校を含めずにお考えください）。 

まずは、あなたご自身のことについてお伺いします（集計結果の分析以外には利用しません）。 

Ｆ１ あなたの性別を教えてください。（あてはまる番号１つに○） 

１ 男性   45.8 ２ 女性   53.5  

 

Ｆ２ あなたの年齢を教えてください。（１つに○） 

１ 20 歳～29 歳   7.6 ３ 40 歳～49 歳  14.2  ５ 60 歳～69 歳  21.1 ７ 80 歳～89 歳  6.1  

２ 30 歳～39 歳  13.9 ４ 50 歳～59 歳  21.0  ６ 70 歳～79 歳  15.4 ８ 90 歳以上     0.5 

 

Ｆ３ あなたが最後に卒業した（在学中の場合には、現在在学している）学校は、次のどれにあたりますか。 

なお、短大・高専、大学（大学院）を卒業後に専門学校に進学した方は、４または５に○をつけてください。 

（１つに○） 

１ 中学校           8.1 ６ 旧制尋常小学校         0.9 10 旧制大学（大学院）  0.0 

２ 高校            38.0 ７ 旧制高等小学校         1.5 11 その他              0.9  

３ 専門学校        11.3 ８ 旧制中学校・実業学校・ 2.8   

４ 短大・高専       9.6 師範学校・高等女学校 

５ 大学（大学院）  25.2 ９ 旧制高校・専門学校     0.5 
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Ｆ４ あなたの現在のお仕事についてお尋ねします。あなたのお仕事は大きく分けてこの中のどれにあたります

か。複数の仕事をお持ちの場合は、主な仕事１つについてお答えください。（１つに○） 

 

１ 事務職（一般・営業職など）                           9.2 

２ 販売職（小売店主、販売店員、外交員など）             4.5 

３ 管理職（課長以上の公務員又は会社員、会社役員など）   6.9 

４ 専門的・技術的職業（教員、医師、技術者、作家など）  16.9 

５ サービス職（理美容師、ホールスタッフ・店員、タクシー運転手、保安関係従業員など）  5.3 

６ 現業職（大工、修理工、生産工程作業員など）           4.1  

７ 農林漁業                                             5.6  

８ 主婦・主夫（パートタイム従業者）                    10.1 

９ 主婦・主夫（無職の）                                20.1 

10 学生                                                 1.6 

11 引退（主婦・主夫を除く）                            11.0 

12 失業（主婦・主夫を除く）                             2.0 

 

Ｆ５ あなたの家族構成は、次のどれにあたりますか。家計を一緒にされている方についてお答えください。 

（１つに○） 

１ 単身            8.6 ４ ひとり親と子ども    6.4 

２ 夫婦のみ       23.9 ５ 三世代以上（親や祖父母、子ども夫婦、孫など）   15.1  

３ 夫婦と子ども   36.9 ６ その他              7.7 

 

Ｆ６ あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。（１つに○） 

１ いる                                        79.2  

２ いない      （Ｆ７に進んでください）   20.1 

 

Ｆ６-１ お子さんの人数をお答えください。（それぞれ１つに○） 

（１） 家計を一緒にしているお子さんの人数 

１ １人 ２ ２人 ３ ３人 ４ ４人以上 ５ いない  

          32.9          21.3           13.3           1.5            16.3 

（２） 家計を一緒にしていないお子さんの人数 

１ １人 ２ ２人 ３ ３人 ４ ４人以上 ５ いない  

          24.3          27.9            9.4           1.8            22.8 

【全ての方にお伺いします】 

Ｆ７ あなたの家族の中に大学進学者はいらっしゃいますか（ご自分以外の場合をお答えください）。 

（○はいくつでも） 

１ 祖父もしくは祖母が進学した      2.5 ５ 子どもが進学した               38.6 

２ 父もしくは母が進学した         12.5 ６ 孫、ひ孫が進学した              6.6  

３ 兄弟姉妹が進学した             25.6 ７ 家族の中に大学進学者はいない   31.6 

４ 夫、または妻が進学した         20.6 

〔１〕 
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ここからは大学・大学生について、あなたのお考えをお伺いします。 

Ｑ１ 大学について、あなたは次にあげるＡ、Ｂのどちらの考え方に近いですか。 

（（１）～（15）それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください） 

 

＜Ａの考え方＞ 

 

Ａ
に
近
い  

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ａ
に
近
い  

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い  

Ｂ
に
近
い  

＜Ｂの考え方＞ 

 

（１） 
大学は学力を重視して入学者を選抜

するほうがよい。 
18.3 26.0 35.1 17.0 

大学は意欲を重視して入学者を選抜

するほうがよい。 
 

（２） 
大学では、学生は授業や勉強を中心に

生活を送るほうがよい。 
31.1 44.1 17.3 4.5 

大学では勉強より、サークル、アルバ

イト、交友、旅行などさまざまな体験

をするほうがよい。 

 

（３） 
学生は将来やりたいことを決めて、 

大学に進学するほうがよい。 
25.8 29.5 27.5 14.3 

学生は大学での経験を通じて、将来 

やりたいことをみつけるほうがよい。 
 

（４） 
大学は幅広い教養やものの見方を 

教えるほうがよい。 
21.1 26.6 33.1 15.9 

大学は特定の専門分野の知識や技能

を教えるほうがよい。 
 

（５） 
大学はそれぞれの学生の学力に合わ

せて教育するほうがよい。 
13.7 26.7 36.3 20.1 

大学は一定の水準に基づいて教育 

するほうがよい。 
 

（６） 
大学では社会に出た時に役立つ知識

や技術を教えるほうがよい。 
25.0 35.5 24.8 11.2 

大学では学問において重要な理論や

知識を教えるほうがよい。 
 

（７） 
大学では教員が知識・技術をすべて 

授業の中で教えるほうがよい。 
7.3 19.7 47.9 21.8 

大学では授業を手掛かりにして、学生

が自分で学ぶほうがよい。 
 

（８） 
学生の日常生活については、大学の 

教員が指導するほうがよい。 
6.6 19.7 44.8 25.6 

学生の日常生活については、学生の 

自由に任せるほうがよい。 
 

（９） 
大学の教員は教育よりも研究に多く

の時間を割くほうがよい。 
6.9 22.4 50.2 16.1 

大学の教員は研究よりも教育に多く

の時間を割くほうがよい。 
 

（10） 

大学は行きたい人がすべて進学する

ことができる開放的制度にするほう

がよい。 

19.8 38.5 27.1 10.9 
大学は選ばれた人だけが進学するよ

うな制度にするほうがよい。 
 

（11） 
大学は入学を易しくして、卒業を 

厳しくするほうがよい。 
38.6 40.0 14.1 3.9 

大学は入学を厳しくして、卒業を易し

くするほうがよい。 
 

（12） 
大学には高校を卒業したらすぐに 

進学するほうがよい。 
31.9 43.6 16.5 3.3 

大学には一度社会に出てから進学 

するほうがよい。 
 

（13） 
大学の学費は親が負担するほうが 

よい。 
7.7 42.4 34.5 10.4 

大学の学費は本人が負担するほうが

よい。 
 

（14） 
大学への国の財政的支援は、多数の 

大学に均一に支援するほうがよい。 
24.6 44.5 20.1 7.2 

大学への国の財政的支援は、少数の 

大学を選別して集中的に支援するほ

うがよい。 

 

（15） 
国の奨学金は多くの学生に少額でも

行き渡るようにするほうがよい。 
25.4 42.1 21.5 7.7 

国の奨学金は受けられる学生を選別

して、少人数に多額の支援をするほう

がよい。 

 

〔１〕 
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Ｑ２ あなたは次の意見に賛成ですか、反対ですか。（それぞれ１つに○） 

 

 

賛
成
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も い

え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

反
対
で
あ
る 

反
対
で
あ
る 

（１）学生の学力が不足しているならば、大学で高校レベル以下の内容 

でも教えるべきだ。 ·························································· → 
10.9 15.7 21.9 28.7 20.2  

（２）大学では学生の就職活動を指導・支援する授業を行うべきだ。 · → 23.4 41.6 21.5 7.0 4.1  

（３）大学では学外のインターンシップ（就業体験）を含む授業を行う 

べきだ。 ········································································· → 
28.4 44.0 19.0 4.4 1.6  

（４）国際化に対応するため、大学では英語で行う授業を増やすべきだ。

 ········································································· → 
25.9 40.1 25.9 4.0 1.6  

（５）大学の入学時期を９月など秋季に変更すべきだ。 ··················· → 6.5 11.8 56.0 11.3 11.6  

（６）大学は保護者会や保護者面談などを行い、保護者の理解を得る 

べきだ。 ········································································· → 
5.8 19.8 41.3 18.1 12.0  

（７）大学生は保護者の意向に従うよりも、なにごとも自分で決める 

べきだ。 ········································································· → 
21.8 38.2 27.2 8.8 1.5  

（８）大学生はお金が必要になったら、アルバイトなどをして自分で 

準備するべきだ。 ····························································· → 
20.2 41.0 28.3 6.5 1.6  

（９）企業は新卒者にこだわらず、既卒者を積極的に採用すべきだ。 · → 38.1 36.8 19.8 1.9 0.9  

（10）大学生の就職活動は卒業後に行うべきだ。 ···························· → 8.8 16.3 36.3 23.6 12.6  

 

 

Ｑ３ 次のうち、大学生の成長に一番意味があると思うものは何ですか。（１つに○） 

 

１ 大学入試   1.7 ５ 部活動・サークル活動 11.2   ９ 趣味  0.7 

２ 大学の授業 34.1 ６ アルバイト  3.5                10 旅行   0.1  

３ 卒業論文・卒業研究 12.0 ７ 資格取得  17.7    11 友人との交流   13.0  

４ 就職活動   5.4 ８ 読書         2.1    12 その他 1.2 

 

Ｑ４ あなたは、大学生は１日何時間くらい勉強すべきだと思いますか。（１）授業を受ける時間、（２）授業以

外の学習時間のそれぞれについて、１日あたりの時間をお答えください。（それぞれ１つに○） 

（１）１日に授業を受ける時間 

１ ０時間   0.0 ３ １～２時間  1.2  ５ ５～６時間 60.8  ７ ９～10時間 0.9  

２ １時間未満 0.0 ４ ３～４時間 20.1  ６ ７～８時間 13.7  ８ 11 時間以上 0.0 

（２）１日の授業以外の学習時間 

１ ０時間   0.5 ３ １～２時間 45.3  ５ ５～６時間 8.1  ７ ９～10時間 0.1  

２ １時間未満 1.1 ４ ３～４時間 40.2  ６ ７～８時間 1.1  ８ 11 時間以上 0.0

〔１〕 
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Ｑ５ あなたは次のことがらについてどう思いますか。（それぞれ１つに○） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も い

え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

（１）大学生の学力は低下している。 ······························ → 36.7 35.7 20.8 3.1 1.3  

（２）大学生は社会常識やマナーが身についている。 ········· → 0.9 5.7 27.5 37.6 25.8  

（３）大学生は幼くなっている。 ···································· → 27.6 36.9 22.0 6.6 3.5  

（４）大学生はまじめになっている。 ······························ → 2.9 13.5 39.2 27.8 12.6  

（５）大学生は遊んでいる。 ·········································· → 18.9 33.7 33.7 7.6 2.8  

（６）大学生は勉強している。 ······································· → 2.0 11.7 45.6 28.8 8.5  

（７）大学の教育改革は進んでいる。 ······························ → 1.1 9.6 41.3 29.6 14.1  

（８）大学は学生をきちんと教育している。 ····················· → 1.3 11.6 42.2 28.7 12.4  

（９）大学は企業や社会が求める人材を育てている。 ········· → 1.7 11.7 43.3 29.6 9.7  

（10）大学は地域で活躍する人材を育てている。 ··············· → 1.7 10.0 40.0 31.9 13.1  

（11）日本の大学は世界に通用する人材を育てている。 ······ → 1.7 10.2 35.2 32.9 15.9  

（12）日本の大学の研究水準は国際的にみて高い。 ············ → 4.9 25.6 38.9 17.5 8.8  

（13）大学の研究成果は期待されている。 ························ → 13.5 40.5 30.7 9.0 2.9  

（14）大学は社会に貢献している。 ································· → 4.5 28.8 43.6 14.1 5.6  

（15）大学教員は忙しい。 ············································· → 6.0 17.1 50.7 15.1 6.9  

（16）大学教員の言うことは信用できる。 ························ → 2.8 13.9 54.4 16.2 8.6  

（17）日本は大学を卒業していないと就職が難しい。 ········· → 18.9 34.0 24.8 11.6 7.8  

（18）日本は有名な大学を卒業すれば就職に有利である。 ··· → 27.2 39.3 18.2 6.6 5.8  

（19）大学に行くことで得るものは大きい。 ····················· → 26.7 41.6 22.0 4.2 2.4  

（20）授業に限らず大学で学んだことは、将来役に立つ。 ··· → 21.9 45.8 21.5 5.2 2.7  

（21）大学の学費負担は家計にとって限界に来ている。 ······ → 36.3 38.8 17.9 2.8 0.8  

（22）日本は学歴社会である。 ······································· → 33.9 43.7 15.4 2.7 1.9  

（23）日本は努力すれば報われる社会である。 ·················· → 9.0 24.2 35.7 17.3 10.9  

（24）日本は競争が激しい社会である。 ··························· → 18.5 40.8 27.4 8.1 2.5  

 

Ｑ６ 日本の大学、大学生に対して、思うところがあれば自由にお書きください。 

(自由回答欄) 

 

 

 

 

調査票はこの後も続きます    

〔１〕 
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ここからは大学政策について、あなたのお考えをお伺いします。 

 

Ｑ７ 大学のあり方に関する次の意見について、あなたはどのように思いますか。（それぞれ１つに○） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も い

え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

（１）大学は都市部に集中させるべきだ。 ····································· → 1.5 4.4 24.2 34.5 33.1  

（２）大学は学費を安くして、経済状況にかかわらず進学できるように 

するべきだ。 ··································································· → 
35.1 42.9 13.3 5.2 2.1  

（３）大学は社会人が通いやすくするような仕組みを整えるべきだ。 · → 23.5 45.9 23.1 3.2 1.6  

（４）大学は研究中心の大学と教育中心の大学に分けるべきだ。 ······· → 18.9 32.1 37.1 6.5 3.2  

（５）全ての大学は世界的なレベルの研究を行うべきだ。 ················ → 8.9 19.9 42.4 17.8 8.1  

（６）全ての大学は学生の教育をもっと重視するべきだ。 ················ → 20.6 51.0 21.0 3.9 1.1  

（７）大学は優秀な学生には飛び入学、飛び級を認めるべきだ。 ······· → 27.9 37.2 23.6 5.7 3.5  

（８）大学は地域との連携を進めるべきだ。 ·································· → 21.9 49.8 22.7 2.0 0.9  

（９）大学は大学間での連携・協力を進めるべきだ。 ······················ → 23.8 52.9 18.5 0.8 1.1  

（10）文部科学省は大学への統制、命令を強く行うべきだ。 ············· → 6.8 13.1 50.9 16.9 9.8  

（11）国は学生の海外留学への経済支援を強化すべきだ。 ················ → 21.6 42.8 27.1 3.9 2.4  

（12）国立大学は再編統合して、規模を縮小するべきだ。 ················ → 6.4 13.5 52.3 13.7 11.2  

（13）経営が厳しい私立大学は、国が財政支援をするべきだ。 ·········· → 6.8 16.7 36.7 21.5 16.2  

（14）国は給付型の奨学金を新設して、学生の学費援助を強化すべきだ。

 ········································································· → 
23.8 41.8 24.6 5.3 2.3  

（15）奨学金は貸与型として、受けた学生はすべて返すべきだ。 ······· → 35.3 29.2 24.3 6.9 2.5  

 

Ｑ８ 近年の大学に関する動向について、次のなかから、あなたが聞いたことがある言葉に○をつけてください。 

（○はいくつでも） 

１ 国立大学の法人化       31.9 12 大学院重点化政策   4.4 

２ 21 世紀ＣＯＥプログラム 4.4 13 大学設置基準の大綱化 4.5 

３ 特色ある教育プログラム（特色ＧＰ）12.2 14 学士課程教育     15.1 

４ 専門職大学院   18.5 15 教員養成の６年制化  20.5 

５ 大学の認証評価 10.9 16 グローバル人材 39.8  

６ 法科大学院の過剰問題 21.1 17 医学部新設問題 11.2  

７ グローバルＣＯＥ  9.4 18 大学院生・ＯＤ（オーバードクター）過剰問題 11.4  

８ 留学生 30 万人計画 7.3 19 ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）・ 

９ 大学の機能別分化  6.4 ＳＤ（スタッフ・ディベロップメント） 0.9 

10 社会人基礎力     20.7 20 大学の秋季入学        72.6 

11 学士力           11.8 21 どれも聞いたことはない 6.4 

⑩=2 

〔２〕 
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Ｑ９ 大学に関する量的な現状について、あなたはどのように思いますか。（それぞれ１つに○） 
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（１）2012 年現在の高校卒業者の大学進学率は約 50％です。 

これは多いと思いますか、少ないと思いますか。 ······················· → 
7.8 15.5 38.2 26.2 10.0  

（２）2012 年現在、日本には 783 の大学があります。 

これは多いと思いますか、少ないと思いますか。 ······················· → 
23.5 35.5 34.3 3.5 0.8  

（３）783 の大学のうち国立大学は 86校あります。 

これは多いと思いますか、少ないと思いますか。 ······················· → 
4.8 10.6 43.6 28.4 10.1  

（４）現在、大学生は約 300万人います。そのうち約８割は私立大学に在籍

しています。この割合は多いと思いますか、少ないと思いますか。→ 
23.4 42.9 29.1 1.5 0.9  

（５）現在、大学についての国の財政支出は約 1兆 7000 億円であり、 

国家予算全体の２％程度です。これは多いと思いますか、少ないと 

思いますか。 ······································································· → 

3.2 7.2 43.7 28.7 14.9  

（６）現在、私立大学の入学者全体のうち、推薦入試による入学者は約 4割

を占めます。これは多いと思いますか、少ないと思いますか。 ····· → 
20.6 36.3 33.2 5.3 1.9  

 

Ｑ10 大学運営のための国の財政的支援（教職員の人件費や施設設備の充実のための経費）について、あなたは

増やすべきだと思いますか、減らすべきだと思いますか。（それぞれ１つに○） 

（１）国立大学に対して ····· → １ 増やすべき ２ どちらともいえない ３ 減らすべき  

                                    43.0                 47.1                    6.4 

（２）公立大学に対して ····· → １ 増やすべき ２ どちらともいえない ３ 減らすべき  

                                    36.8                 54.3                    4.9 

（３）私立大学に対して ····· → １ 増やすべき ２ どちらともいえない ３ 減らすべき  

                                    23.2                 54.3                   19.0 

 

ここからは、あなたの個人的な経験・関心についてお伺いします。 

 

Ｑ11 あなたは、今の自分の生き方をもっとも形づくった時期は、いつごろだと思いますか。（１つに○） 

１ 幼稚園・保育所時代 0.8 ５ 専門学校時代     2.7 ９ 結婚後 19.1 

２ 小学校時代 3.5 ６ 短大・高専時代   1.9 10 その他  3.1  

３ 中学校時代 8.8 ７ 大学・大学院時代 9.8 

４ 高校時代  20.1 ８ 就職後 29.5 
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Ｑ12 あなたは、現在も交流がある友人とどこで出会いましたか。（○はいくつでも） 

１ 幼稚園・保育所 4.9 ６ 短大・高専    4.9    11 地域活動 23.4 

２ 小学校  23.1 ７ 大学・大学院 17.0   12 インターネット上のコミュニティ 1.9  

３ 中学校  32.3 ８ 職場     51.7   13 その他   9.8  

４ 高校   42.5 ９ 子どもの学校 15.3  

５ 専門学校 4.8 10 趣味の集まり 22.6 

 

Ｑ13 あなたは、日常生活において、主に何から情報を得ていますか。（○はいくつでも） 

１ 新聞  72.4  ３ ラジオ 24.2 ５ 書籍 18.7          ７ 広告 17.9 ９ その他 2.5  

２ テレビ 87.9  ４ 雑誌  21.0 ６ インターネット 44.4 ８ 家族や友人の話 41.3 10 何も見ない 0.1 

 

Ｑ14 あなたは、一般に「大人」とみなせる年齢は何歳あたりからだと思いますか。（１つに○） 

１ 16 歳～17 歳  1.7 ３ 20 歳～21 歳 27.6 ５ 24 歳～25 歳 24.3 ７ 28 歳～29 歳 3.7  

２ 18 歳～19 歳 15.5 ４ 22 歳～23 歳 11.8 ６ 26 歳～27 歳  5.7 ８ 30 歳以上   8.1 

 

Ｑ15 あなたは、ここ１年以内に大学に行きましたか。それはどのような理由でしたか。（○はいくつでも） 

１ ここ１年間では行ったことがない  57.5 ７ 同窓会組織の活動のため 0.9 

２ オープンキャンパスに参加するため 3.6 ８ 部活やサークルの指導のため 0.4 

３ 大学祭を見るため 4.0 ９ 事務手続きのため 0.4  

４ 入学式や卒業式に出席するため 2.9 10 仕事のため 5.0  

５ 保護者会や保護者面談に出席するため 1.9 11 大学に通勤・通学しているため 2.0 

６ 大学を会場とした催し（音楽会、資格試験など） 12 ただなんとなく 1.3 

に参加するため 7.7 13 その他 7.4 

 

Ｑ16 大学に関する次のことがらについて、あなたの関心のあるものに〇をつけてください。（○はいくつでも） 

１ 大学入試の在り方 30.5 ５ 大学生の学力 46.9 ９ 大学経営 7.0 

２ 大学教育の改革   18.2 ６ 大学生の生活 28.6 10 大学の不祥事・事件 14.6  

３ 大学の研究動向   17.5 ７ 大学スポーツ 12.0 11 どれも関心はない    5.7  

４ 大学生の就職状況・進路選択 49.9  ８ 大学の学費・教育費  37.8 

 

Ｑ17 あなたは、教育問題一般に関心がありますか。（１つに○） 

１ 関心がある ２ どちらかといえば関心がある ３ どちらかといえば関心がない ４ 関心がない  

      23.9                  53.0                          19.3                      2.1 

 

Ｑ18 あなたは、大学に関心がありますか。（１つに○） 

１ 関心がある ２ どちらかといえば関心がある ３ どちらかといえば関心がない ４ 関心がない  

      23.0                  45.8                          23.9                      5.3 
 

ご多用の中、ご協力いただきましてありがとうございます。同封の返信用封筒 

（切手不要）に封入のうえ、11/11（日）までにご投函いただければ幸いです。 

〔２〕 


